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多品目の野菜に対応可能な収穫技術の開発

背 景

成 果

期待される効果

経常研究

専用の収穫機より安価に入手可能で、生産者の負担軽減や露地野菜（特に重量野菜）の
作付面積の維持に貢献。

作付面積の小さい経営では露地野菜の収穫省力のため、収穫機より
安価で汎用的な収穫技術が求められている。

１ ２ ３コンベヤキャリアの開発

分担試験場：花・野菜技術センター
協力機関：空知農業改良普及センター、檜山農業改良普及センター

収穫作業時間の低減効果 身体への負担軽減効果

ブロッコリー かぼちゃ はくさい
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収穫作業時間が平均で30%低減！

大型コンテナや段ボールなど各種容器
に対応

道路走行可能

移動時作業時

身体の負担が大きく低減！
（5段階評価）

コンベヤキャリアによる収穫作業

トラクタ動力で駆動
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5.0 首・肩・腕・手 背中・腰・足

ブロッコリー かぼちゃ はくさい

かなり軽減

やや軽減

慣行同等

やや増加

かなり増加

問い合わせ先：中央農業試験場農業システム部農業システムグループ 電話：0123-89-2001

4


